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(57)【要約】
【課題】雌端子及びそれを備えたコネクタの雄端子挿入
方向における小型化を実現する。
【解決手段】雄端子２０を受け入れる受入れ部１１Ｄを
有する端子本体部１１と、受入れ部１１Ｄの入口部Ｅか
ら受入れ部１１Ｄ内に挿入された雄端子２０を挟むよう
に対向配置された第１のばね部１２及び第２のばね部１
３とを備えた雌端子１０において、第１のばね部１２は
、受入れ部１１Ｄ内の雄端子２０に接触する第１の接点
ＰＣ１と第２の接点ＰＣ２とを有している。第２のばね
部１３は、受入れ部１１Ｄ内の雄端子２０に接触する第
３の接点ＰＣ３を有している。第３の接点ＰＣ３は、雄
端子挿入方向Ｄ１において、第１の接点ＰＣ１と第２の
接点ＰＣ２との間に位置している。第１の接点ＰＣ１は
受入れ部１１Ｄの入口部Ｅに位置し、第２の接点ＰＣ２
は第１の接点ＰＣ１よりも受入れ部１１Ｄの奥側に位置
している。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雄端子を受け入れる受入れ部を有する端子本体部と、
　前記端子本体部に設けられ、前記受入れ部の入口部から前記受入れ部内に挿入された前
記雄端子を挟むように対向配置された第１のばね部及び第２のばね部と
　を備えた雌端子において、
　前記第１のばね部は、
　前記端子本体部の受入れ部入口部側端部に連なり、前記受入れ部入口部側端部から前記
受入れ部側へ曲がった第１連結部と、
　前記受入れ部内の前記雄端子に接触する第１の接点及び第２の接点とを有し、
　前記第２のばね部は、
　前記端子本体部の受入れ部入口部側端部に連なり、前記受入れ部入口部側端部から前記
受入れ部側へ曲がった第２連結部と、
　前記受入れ部内の前記雄端子に接触する第３の接点とを有し、
　前記第３の接点は、雄端子挿入方向において、前記第１の接点と前記第２の接点との間
に位置し、
　前記第１の接点は、前記受入れ部の入口部に位置し、
　前記第２の接点は、前記第１の接点よりも前記受入れ部の奥側に位置している
　ことを特徴とする雌端子。
【請求項２】
　前記第２の接点は、前記第１のばね部と前記第２のばね部とが対向するばね部対向方向
において、前記第１の接点よりも前記第２のばね部側に位置している
　ことを特徴とする請求項１に記載の雌端子。
【請求項３】
　前記第１のばね部は、
　前記第１連結部に連なり、前記雄端子挿入方向へ延びる第１ばね部本体部を有し、
　前記第２のばね部は、
　前記第２連結部に連なり、前記雄端子挿入方向へ延びる第２ばね部本体部を有し、
　前記第１の接点は、前記第１連結部に形成され、
　前記第２の接点は、前記第１ばね部本体部に形成され、
　前記第３の接点は、前記第２ばね部本体部に形成されている
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の雌端子。
【請求項４】
　前記第１連結部が円弧状である
　ことを特徴とする請求項３に記載の雌端子。
【請求項５】
　前記第１ばね部本体部は、
　前記第１連結部に連なる第１直線部と、前記第１直線部に連なる曲がり部と、前記曲が
り部に連なる第２直線部とを有し、
　前記曲がり部は、前記ばね部対向方向において、前記第１直線部及び前記第２直線部よ
りも前記第２のばね部から遠くに位置している
　ことを特徴とする請求項３又は４に記載の雌端子。
【請求項６】
　前記端子本体部に設けられ、前記第１のばね部の前記雄端子に接触する面と反対側の面
側から前記第１のばね部を支持し得る第１の補助ばね部と、
　前記端子本体部に設けられ、前記第２のばね部の前記雄端子に接触する面と反対側の面
側から前記第２のばね部を支持し得る第２の補助ばね部と
　を備えていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の雌端子。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の雌端子が一枚の金属板からなることを特徴とする



(3) JP 2018-22551 A 2018.2.8

10

20

30

40

50

雌端子。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の雌端子と、前記雌端子を保持するハウジングとを
備えていることを特徴とするコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は雌端子及びそれを備えたコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、図１４に示すように、収容室９００Ｒに挿入された雄端子（図示せず）を挟むよ
うに対向配置された一対の弾性接触片９０３Ｄ，９０３Ｄ´を備えた雌端子９０１Ｄが知
られている（下記特許文献１参照）。この文献には次のような内容が記載されている。
【０００３】
　雌端子９０１Ｄの底板９０８Ｄから、折れ曲り部９１１Ｄを経て、自由端先端部９１２
Ｄまで一方の弾性接触片９０３Ｄが延ばされて形成されている。この弾性接触片９０３Ｄ
上に、２つの接点ＡＤ１，ＡＤ２が形成されている。
【０００４】
　雌端子９０１Ｄの天板９０７Ｄから、折れ曲り部９１１Ｄ´を経て、自由端先端部９１
２Ｄ´まで他方の弾性接触片９０３Ｄ´が延ばされて形成されている。この弾性接触片９
０３Ｄ上に、１つの接点ＢＤが形成されている。
【０００５】
　弾性接触片９０３Ｄ´の接点ＢＤは、雄端子挿入方向９００Ｅにおいて、接点ＡＤ１と
接点ＡＤ２との間に位置している。
【０００６】
　雄端子が収容室９００Ｒに挿入されると、雄端子は両方の弾性接触片９０３Ｄ，９０３
Ｄ´で挟まれる。このとき、弾性接触片９０３Ｄ，９０３Ｄ´の復帰力の働きにより、接
点ＡＤ１、接点ＡＤ２、接点ＢＤの３点で雄端子が挟持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－６３９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　弾性接触片９０３Ｄ，９０３Ｄ´の間に雄端子が挿入されたとき、三角形の３つの角部
に接点ＡＤ１、接点ＡＤ２、接点ＢＤがそれぞれ位置する関係が成立するので、雄端子は
弾性接触片９０３Ｄ，９０３Ｄ´によって安定した状態で挟持される。
【０００９】
　したがって、雄端子と弾性接触片９０３Ｄ，９０３Ｄ´との接触安定性が得られ、雄端
子と雌端子９０１Ｄとの安定した電気的接続が確保されると認められる。
【００１０】
　しかし、上述の雌端子９０１Ｄには、その構造上、弾性接触片９０３Ｄが長くなるため
、その分雌端子９０１Ｄの雄端子挿入方向９００Ｅの寸法が大きくなるという問題があっ
た。
【００１１】
　この発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、その課題は、雌端子及びそれを備
えたコネクタの雄端子挿入方向における小型化を実現することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　上述の課題を解決するため請求項１に記載の発明は、雄端子を受け入れる受入れ部を有
する端子本体部と、前記端子本体部に設けられ、前記受入れ部の入口部から前記受入れ部
内に挿入された前記雄端子を挟むように対向配置された第１のばね部及び第２のばね部と
を備えた雌端子において、前記第１のばね部は、前記端子本体部の受入れ部入口部側端部
に連なり、前記受入れ部入口部側端部から前記受入れ部側へ曲がった第１連結部と、前記
受入れ部内の前記雄端子に接触する第１の接点及び第２の接点とを有し、前記第２のばね
部は、前記端子本体部の受入れ部入口部側端部に連なり、前記受入れ部入口部側端部から
前記受入れ部側へ曲がった第２連結部と、前記受入れ部内の前記雄端子に接触する第３の
接点とを有し、前記第３の接点は、雄端子挿入方向において、前記第１の接点と前記第２
の接点との間に位置し、前記第１の接点は、前記受入れ部の入口部に位置し、前記第２の
接点は、前記第１の接点よりも前記受入れ部の奥側に位置していることを特徴とする。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の雌端子において、前記第２の接点は、前記
第１のばね部と前記第２のばね部とが対向するばね部対向方向において、前記第１の接点
よりも前記第２のばね部側に位置していることを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の雌端子において、前記第１のばね部
は、前記第１連結部に連なり、前記雄端子挿入方向へ延びる第１ばね部本体部を有し、前
記第２のばね部は、前記第２連結部に連なり、前記雄端子挿入方向へ延びる第２ばね部本
体部を有し、前記第１の接点は、前記第１連結部に形成され、前記第２の接点は、前記第
１ばね部本体部に形成され、前記第３の接点は、前記第２ばね部本体部に形成されている
ことを特徴とする。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の雌端子において、前記第１連結部が円弧状
であることを特徴とする。
【００１６】
　請求項５に記載の発明は、請求項３又は４に記載の雌端子において、前記第１ばね部本
体部は、前記第１連結部に連なる第１直線部と、前記第１直線部に連なる曲がり部と、前
記曲がり部に連なる第２直線部とを有し、前記曲がり部は、前記ばね部対向方向において
、前記第１直線部及び前記第２直線部よりも前記第２のばね部から遠くに位置しているこ
とを特徴とする。
【００１７】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５のいずれか１項に記載の雌端子において、前記
端子本体部に設けられ、前記第１のばね部の前記雄端子に接触する面と反対側の面側から
前記第１のばね部を支持し得る第１の補助ばね部と、前記端子本体部に設けられ、前記第
２のばね部の前記雄端子に接触する面と反対側の面側から前記第２のばね部を支持し得る
第２の補助ばね部とを備えていることを特徴とする。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６のいずれか１項に記載の雌端子が一枚の金属板
からなることを特徴とする。
【００１９】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～７のいずれか１項に記載の雌端子と、前記雌端子
を保持するハウジングとを備えていることを特徴とするコネクタである。
【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、雌端子及びそれを備えたコネクタの雄端子挿入方向における小型化
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】この発明の一実施形態に係るプラグコネクタとレセプタクルコネクタとを嵌合す
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る前の状態を示す斜視図である。
【図２】図１に示すプラグコネクタとレセプタクルコネクタとの平面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿う断面図である。但し、プラグコネクタは破断面図である
。
【図４】図１に示すレセプタクルコネクタの背面図である。
【図５】図１に示すプラグコネクタとレセプタクルコネクタとが嵌合している状態を示す
斜視図である。
【図６】図５に示すプラグコネクタとレセプタクルコネクタとの平面図である。
【図７】図６のVII－VII線に沿う断面図である。但し、プラグコネクタは破断面図である
。
【図８】この発明の一実施形態に係る雌端子と雄端子とを嵌合する前の状態を示す斜視図
である。
【図９】図８に示す雌端子と雄端子との平面図である。
【図１０】図８に示す雌端子と雄端子との側面図である。
【図１１Ａ】図８に示す雌端子の第１のばね部と第２のばね部と端子本体部とを説明する
ための概念図である（第１の補助ばね部、第２の補助ばね部及びランスは省略されている
。）。
【図１１Ｂ】図８に示す雌端子の第１のばね部と第２のばね部と端子本体部とを説明する
ための概念図であって、受入れ部の入口部を明らかにするための図である。
【図１２】図８に示す雌端子の正面図である。
【図１３】図８に示す雌端子と雄端子とが嵌合している状態を示す側面図である。
【図１４】従来の雌端子の要部を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２３】
　この発明の一実施形態に係るプラグコネクタ（コネクタ）１は、図１～図３、図５～図
７に示すように、レセプタクルコネクタ２に嵌合可能である。
【００２４】
　プラグコネクタ１にはケーブル３が接続される。プラグコネクタ１は、この発明の一実
施形態に係る雌端子１０（図８～図１３参照）と、雌端子１０を保持するハウジング７０
とを備える。
【００２５】
　ハウジング７０は絶縁材料（例えば合成樹脂）で形成され、弾性を有する。ハウジング
７０は、ハウジング本体部７１とばね部７２と突起部７３とを有する。
【００２６】
　ハウジング本体部７１は、雌端子１０を収容する２つのコンタクト収容部７１１を有す
る。各コンタクト収容部７１１はプラグコネクタ嵌合方向Ｄ３へ延びている。
【００２７】
　ばね部７２の一端部はハウジング本体部７１の雄端子受入れ口７１Ａ側の端部に連結さ
れている。ばね部７２はプラグコネクタ嵌合方向Ｄ３に沿って延びている。
【００２８】
　ばね部７２の両側にはそれぞれ突起部７３が設けられている（図１、図２参照）。２つ
の突起部７３はプラグコネクタ嵌合方向Ｄ３においてばね部７２のほぼ中間部に位置して
いる。突起部７３の上部には傾斜面７３Ａが設けられ、突起部７３の後部には垂直面７３
Ｂが設けられている（図２、図３参照）。
【００２９】
　レセプタクルコネクタ２は図示しないプリント基板に実装される。レセプタクルコネク
タ２は、２つの雄端子２０と、２つの雄端子２０を保持するハウジング８０とを備える。
【００３０】
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　ハウジング８０は、プラグコネクタ１を収容するコネクタ収容部８０Ａを有する（図３
参照）。コネクタ収容部８０Ａは雄端子挿入方向Ｄ１へ延びている。
【００３１】
　ハウジング８０は絶縁材料（例えば合成樹脂）で形成され、弾性を有する。ハウジング
８０はハウジング本体部８１と突起部８３とを有する。
【００３２】
　ハウジング本体部８１の後壁部８１Ｂには２つの圧入孔８１Ｃが設けられている（図３
、図７には１つの圧入孔８１Ｃだけが現れている）。
【００３３】
　ハウジング本体部８１の上面部８１Ｄの内側の面には突起部８３が設けられている（図
３参照）。突起部８３は雄端子挿入方向Ｄ１でハウジング本体部８１の前側に位置してい
る。突起部８３の前部には傾斜面８３Ａが設けられ、後部には垂直面８３Ｂが設けられて
いる（図３、図７参照）。
【００３４】
　雄端子２０は接触部２１と接続部２２と連結部２３とを有する（図３参照）。接触部２
１はプラグコネクタ１のコンタクト１０に接触し得る。接続部２２はプリント基板のスル
ーホール（図示せず）に挿入され、半田付される。連結部２３はＬ字形に折り曲げられ、
接触部２１と接続部２２とを連結する。連結部２３が図３、図４に示すように後壁部８１
Ｂの圧入孔８１Ｃに圧入されることにより、雄端子２０はハウジング本体部８１に保持さ
れる。
【００３５】
　図８～図１３に示すように、雌端子１０は、一枚の金属板に打抜き加工及び曲げ加工を
施してなる。雌端子１０は、端子本体部１１と第１のばね部１２と第２のばね部１３と圧
着部１６と被覆保持部１７と連結部１８と連結部１９とを有する。
【００３６】
　端子本体部１１は、図１０、図１２に示すように、上面部１１Ａと、上面部１１Ａと対
向する下面部１１Ｂと、上面部１１Ａの一方の側縁と下面部１１Ｂの一方の側縁とを連結
する側面部１１Ｃと、雄端子２０を受け入れる受入れ部１１Ｄとを有する。受入れ部１１
Ｄは、上面部１１Ａと下面部１１Ｂと側面部１１Ｃとで形成される空間であり、雄端子２
０を受け入れる部分である。
【００３７】
　側面部１１Ｃには、ハウジング７０の収容部７１１（図３参照）に雌端子１０を収容す
る際、誘いとして機能する突起部１１Ｃ１と、ハウジング７０の収容部７１１に収容され
た雌端子１０をハウジング７０のハウジング本体部７１に保持させるランス１１Ｃ２とが
設けられている。
【００３８】
　被覆保持部１７はかしめられ、ケーブル３を被覆ごと保持する部分である。被覆保持部
１７がケーブル３を保持していないとき、被覆保持部１７の断面形状はほぼＵ字状である
（図８、図１２参照）。圧着部１６はかしめられ、ケーブル３の複数の導体部（図示せず
）を保持する部分である。圧着部１６がケーブル３の導体部を保持していないとき、圧着
部１６の断面形状はほぼＵ字状である（図８参照）。連結部１８は圧着部１６を端子本体
部１１に連結する部分である。連結部１９は被覆保持部１７を圧着部１６に連結する部分
である。
【００３９】
　第１のばね部１２と第２のばね部１３とは、受入れ部１１Ｄの入口部Ｅ（図１１Ｂの斜
線で示された領域）から受入れ部１１Ｄ内に挿入された雄端子２０を挟むように対向配置
されている。
【００４０】
　図１０、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１３に示すように、第１のばね部１２は、受入れ部１
１Ｄ内の雄端子２０の接触部２１に接触する第１の接点ＰＣ１と第２の接点ＰＣ２とを有
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する。
【００４１】
　第２のばね部１３は、受入れ部１１Ｄ内の雄端子２０の接触部２１に接触する第３の接
点ＰＣ３を有する。
【００４２】
　第３の接点ＰＣ３は、雄端子挿入方向Ｄ１において、第１の接点ＰＣ１と第２の接点Ｐ
Ｃ２との間に位置する。
【００４３】
　第１の接点ＰＣ１は、受入れ部１１Ｄの入口部Ｅに位置し、第２の接点ＰＣ２は、第１
の接点ＰＣ１よりも受入れ部１１Ｄの奥側に位置している（図１１Ｂ参照）。
【００４４】
　第２の接点ＰＣ２は、ばね部対向方向Ｄ２において、第１の接点ＰＣ１よりも第２のば
ね部１３側に位置している（図１１Ａ参照）。
【００４５】
　第１のばね部１２は、端子本体部１１の受入れ部入口部側端部１１Ｅに連なる第１連結
部１２１と、第１連結部１２１に連なる第１ばね部本体部１２２とを有する。
【００４６】
　第１連結部１２１は、受入れ部入口部側端部１１Ｅから受入れ部１１Ｄ側へ円弧を描く
ように曲がっている部分である。第１連結部１２１を側方から見たときの第１連結部１２
１の形は円弧状である（図１０参照）。ここで円弧状とは、厳密な意味の円弧だけを指す
のではなく、第１連結部１２１の大部分が円弧状であるものも含まれる意味である。例え
ば円弧の両端部の少なくとも一端部が直線状になっているものや、円弧の中間部が直線状
になっているものも、ここでいう円弧状に含まれる。この実施形態では、第１ばね部本体
部１２２は、第１連結部１２１が描く円弧の一端になめらかに連なっている。
【００４７】
　第１ばね部本体部１２２は雄端子挿入方向Ｄ１へ延びている。
【００４８】
　第２のばね部１３は、端子本体部１１の受入れ部入口部側端部１１Ｅに連なる第２連結
部１３１と、第２連結部１３１に連なる第２ばね部本体部１３２とを有する。
【００４９】
　第２連結部１３１は、端子本体部１１の受入れ部入口側端部１１Ｅから受入れ部１１Ｄ
側へ円弧を描くように曲がっている部分である。第２連結部１３１を側方から見たときの
第２連結部１３１の形は円弧状である（図１０参照）。
【００５０】
　第２ばね部本体部１３２は雄端子挿入方向Ｄ１へ延びている。
【００５１】
　第１の接点ＰＣ１は第１連結部１２１に形成され、第２の接点ＰＣ２は第１ばね部本体
部１２２に形成され、第３の接点ＰＣ３は第２ばね部本体部１３２に形成されている。
【００５２】
　第１ばね部本体部１２２は、第１連結部１２１に連なる第１直線部１２２Ａと、第１直
線部１２２Ａに連なる曲がり部１２２Ｂと、曲がり部１２２Ｂに連なる第２直線部１２２
Ｃとを有する（図１１Ａ参照）。
【００５３】
　曲がり部１２２Ｂは、ばね部対向方向Ｄ２において、第１直線部１２２Ａ及び第２直線
部１２２Ｃよりも第２のばね部１３から遠くに位置している。
【００５４】
　また、端子本体部１１には、第１の補助ばね部１４と第２の補助ばね部１５とが設けら
れている（図１０参照）。第１の補助ばね部１４は、第１のばね部１２の雄端子２０に接
触する面と反対側の面側から第１のばね部１２を支持し得るばね部である。第２の補助ば
ね部１５は、第２のばね部１３の雄端子２０に接触する面と反対側の面側から第２のばね
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部１３を支持し得るばね部である。
【００５５】
　なお、受入れ部１１Ｄの入口部Ｅとは、第１のばね部１２の端子本体部側端部（この実
施形態では第１連結部１２１と第１ばね部本体部１２２の第１連結部側端部）と、第２の
ばね部１３の端子本体部側端部（この実施形態では第２連結部１３１と第２ばね部本体部
１３２の第２連結部側端部）と、に挟まれた空間（図１１Ｂの斜線部分）を指す。
【００５６】
　プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２のコネクタ収容部８０Ａに挿入すると、プ
ラグコネクタ１の突起部７３の傾斜面７３Ａがレセプタクルコネクタ２の突起部８３に当
たり、プラグコネクタ１のばね部７２が弾性変形する。プラグコネクタ１の突起部７３の
傾斜面７３Ａがレセプタクルコネクタ２の突起部８３の傾斜面８３Ａを滑り、プラグコネ
クタ１の突起部７３がレセプタクルコネクタ２の突起部８３を乗り越えると、プラグコネ
クタ１のばね部７２の復帰力により、ばね部７２が弾性変形する前の状態に戻るため、レ
セプタクルコネクタ２の突起部８３の垂直面８３Ｂとプラグコネクタ１の突起部７３の垂
直面７３Ｂとが雄端子挿入方向Ｄ１で対向する（図７参照）。その結果、プラグコネクタ
１をレセプタクルコネクタ２から引き抜こうとしても、プラグコネクタ１の突起部７３の
垂直面７３Ｂがレセプタクルコネクタ２の突起部８３の垂直面８３Ｂに当たるため、プラ
グコネクタ１をレセプタクルコネクタ２から簡単に引き抜くことができなくなり、プラグ
コネクタ１とレセプタクルコネクタ２との嵌合状態が維持される。
【００５７】
　プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２のコネクタ収容部８０Ａに挿入したとき、
レセプタクルコネクタ２の雄端子２０の接触部２１が、雌端子１０の受入れ部１１Ｄの入
口部Ｅから受入れ部１１Ｄ内に相対的に挿入され、第１のばね部１２と第２のばね部１３
とがそれぞれ弾性変形し、第１のばね部１２と第２のばね部１３との間隔が大きくなる（
図７、図１３参照）。また、プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２のコネクタ収容
部８０Ａに挿入したとき、まず、雄端子２０の接触部２１の一方の面が第１のばね部１２
の第１の接点ＰＣ１に接触し、次に、雄端子２０の接触部２１の他方の面が第２のばね部
１３の第３の接点ＰＣ３に接触し、最後に、雄端子２０の接触部２１の一方の面が第１の
ばね部１２の第２の接点ＰＣ２に接触する。このようにして、レセプタクルコネクタ２の
雄端子２０の接触部２１が第１のばね部１２と第２のばね部１３とによって３点で支持さ
れる。
【００５８】
　第１のばね部１２が弾性変形すると、第１の補助ばね部１４を押し下げ、第１の補助ば
ね部１４が弾性変形するので、第１のばね部１２の雄端子２０に接触する面と反対側の面
側から第１のばね部１２が第１の補助ばね部１４に支持され、第１の補助ばね部１４の復
帰力が第１のばね部１２を介して雄端子２０の接触部２１の一方の面に作用する。その結
果、第１の接点ＰＣ１及び第２の接点ＰＣ２における接触力が大きくなり、第１のばね部
１２だけを採用した場合における接触力不足が補われる。
【００５９】
　また、第２のばね部１３が弾性変形すると、第２の補助ばね部１５を押し上げ、第２の
補助ばね部１５が弾性変形するので、第２のばね部１３の雄端子２０に接触する面と反対
側の面側から第２のばね部１３が第２の補助ばね部１５に支持され、第２の補助ばね部１
５の復帰力が第２のばね部１３を介して雄端子２０の接触部２１の他方の面に作用する。
その結果、第３の接点ＰＣ３における接触力が大きくなるため、第２のばね部１３だけを
採用した場合における接触力不足が補われる。
【００６０】
　プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２から引き抜くには、ばね部７２の自由端部
をハウジング本体部７１側へ押し下げ、プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２から
引き抜けばよい。
【００６１】
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　ばね部７２の自由端部をハウジング本体部７１側へ押すと、プラグコネクタ１の突起部
７３がレセプタクルコネクタ２の突起部８３に引っ掛かっている状態が解除されるので、
プラグコネクタ１をレセプタクルコネクタ２から簡単に引き抜くことができる。
【００６２】
　この実施形態によれば、第１のばね部１２の第１の接点ＰＣ１を受入れ部１１Ｄの入口
部Ｅに配置したので、第１のばね部１２の第２の接点ＰＣ２を受入れ部１１Ｄの入口部Ｅ
側に配置できるようになり、第１のばね部１２の雄端子挿入方向Ｄ１の寸法を大きくする
必要がなくなる。したがって、雄端子２０の接触部２１を３点で挟むように支持して高い
接触安定性を得ることができるとともに、雌端子１０の雄端子挿入方向Ｄ１の寸法を小さ
くでき、ひいてはプラグコネクタ１の小型化を実現することができる。
【００６３】
　なお、上述の実施形態では、第１のばね部１２の接点の数は２（第１の接点ＰＣ１と第
２の接点ＰＣ２）であり、第２のばね部１３の接点の数は１（第３の接点ＰＣ３）である
が、第１のばね部１２の接点の数は３以上でもよいし、第２のばね部１３の接点の数は２
以上でもよい。
【００６４】
　また、第１のばね部１２の数は１であり、第２のばね部１３の数も１であるが、第１の
ばね部１２の数と第２のばね部１３の数とがそれぞれ２以上でもよいし、第１のばね部１
２と第２のばね部１３との一方のばね部の数が１で、他方のばね部の数が２以上でもよい
。
【００６５】
　更に、第１の接点ＰＣ１が第１のばね部１２の第１連結部１２１に設けられているが、
第１の接点ＰＣ１は受入れ部１１Ｄの入口部Ｅに位置していればよく、例えば第１の接点
ＰＣ１を第１のばね部１２の第１ばね部本体部１２２の第１連結部側端部に設けてもよい
。
【００６６】
　なお、上述の実施形態では、第１連結部１２１の形状が円弧状であるが、第１連結部の
形状は円弧状に限られず、受入れ部入口部側端部１１Ｅから受入れ部１１Ｄ側へ曲がった
形状であれば、円弧状以外の形状でもよい。例えば、第１連結部の外側の面が受入れ部入
口部側端部１１Ｅから受入れ部１１Ｄ側へ曲がる曲面であれば第１連結部の形状は円弧状
でなくともよい。
【符号の説明】
【００６７】
１　プラグコネクタ（コネクタ）
２　レセプタクルコネクタ
３　ケーブル
１０　雌端子
１１　端子本体部
１１Ａ　上面部
１１Ｂ　下面部
１１Ｃ　側面部
１１Ｃ１　突起部
１１Ｃ２　ランス
１１Ｄ　受入れ部
１１Ｅ　受入れ部入口部側端部
１２　第１のばね部
１２１　第１連結部
１２２　第１ばね部本体部
１２２Ａ　第１直線部
１２２Ｂ　曲がり部
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１２２Ｃ　第２直線部
１３　第２のばね部
１３１　第２連結部
１３２　第２ばね部本体部
１４　第１の補助ばね部
１５　第２の補助ばね部
１６　圧着部
１７　被覆保持部
１８　連結部
１９　連結部
２０　雄端子
２１　接触部
２２　接続部
２３　連結部
７０　ハウジング
７１　ハウジング本体部
７１Ａ　雄端子受入れ口
７１１　収容部
７２　ばね部
７３　突起部
７３Ａ　傾斜面
７３Ｂ　垂直面
８０　ハウジング
８０Ａ　コネクタ収容部
８１　ハウジング本体部
８１Ｂ　後壁部
８１Ｃ　圧入孔
８１Ｄ　上面部
８３　突起部
８３Ａ　傾斜面
８３Ｂ　垂直面
Ｅ　受入れ部１１Ｄの入口部
ＰＣ１　第１の接点
ＰＣ２　第２の接点
ＰＣ３　第３の接点
Ｄ１　雄端子挿入方向
Ｄ２　ばね部対向方向
Ｄ３　プラグコネクタ嵌合方向
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